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休憩場所は

市民の迷惑にならない場所を確認する

バック時は 降りて確認 乗っても確認

（16～20時）、夕暮れ・夜間の歩行者・自転車に注意

○交差点では、歩行者・自転車をしっかり確認

○信号・一時停止の標識を確認、確実に守る

○ルール無視の横断歩行者・自転車に要注意

交差点 「右左確認／よ～し！」

◆左折時は、死角を認識し、安全確認

◆右折時は、対向車だけでなく、横断歩行者にも注意

見通しの悪い交差点、双方の安全確認に怠り

下校中の男児、横断中にはねられ意識不明の重体

警視庁 特別編集 ２０１４年１０月２１日（火） １７時３０分

１７日午後２時４５分ごろ、東京都の市道で、徒歩で横断歩道を渡っていた６歳の男児に対し、交

差進行してきた乗用車が衝突する事故が起きた。男児は意識不明の重体。警察はクルマを運転

していた５３歳の男を現行犯逮捕している。警視庁によると、現場は車線区別の無い幅員約６ｍの

直線区間。横断歩道はあるが、信号機は設置されていない。６歳の男児は下校中で、徒歩で横

断歩道を渡っていたが、左方向から交差進行してきた乗用車にはねられた。現場は見通しが若

干悪い交差点。警察では双方の安全確認に怠りがあったものとみている。

北海道内 高齢者の死亡事故相次ぐ

［ ２０１４／１０／２１ １９：４９ ］

２１日の道内は高齢者の死亡事故が相次ぎました。稚内市では自転車に乗った８９歳の男性が

、砂川市では歩行者の８４歳の男性が、いずれも車にはねられて死亡しました。

稚内市の市道で、午前１１時すぎ、自転車で道路を横断していた、近くに住む男性（８９）

が、軽トラックと出合い頭に衝突し、死亡しました。軽トラックを運転していた８７歳の男は

、「前を見ていなかった」と話しているということです。

また、砂川市の市道では、午前５時半ごろ道路を歩いていた男性（８４）が軽ワゴン車には

ねられて死亡しました。軽ワゴン車を運転していた３７歳の男は、「ぶつかるまで気がつかなか

った」と、話しているということです。

作業車と機械に挟まれ男性死亡

２０１４年１０月２２日（水）７時３２分

２１日午後１時４０分ごろ、山形県の橋で、清掃作業をしていた、会社役員の男性（３９）が鉄製

の集じん機と作業車の間に挟まれているのを同僚が発見し、１１９番通報した。男性は意識不明

の状態で病院に搬送されたが、死亡が確認された。死因は胸部圧迫による窒息死。警察による

と、男性は同僚３人と橋の上で、はがれた塗装や砂を吸い取る作業をしていた。作業車の後方

に置いていた集じん機が台座から倒れ、車との間に挟まれたという。

運転する前に「酒飲んだ」

対向車線で大型トラックと衝突、女子高生死亡 ４人重軽傷

（２０１４／１０／２１ １１：２４）

２０日午後１１時半ごろ、埼玉県の国道で高校２年の男子生徒（１８）が運転していた乗用

車が中央分離帯を乗り越え、対向のトラックと衝突した。後部座席の２人が車外に投げ出され

、高校２年の女生徒（１６）が頭を強く打ち死亡、同じく高校２年の女子生徒（１６）が意識

不明の重体。男子生徒と、助手席の無職少年（１６）、トラック運転手（５４）も頭や膝など

に軽傷を負った。警察によると男子生徒は「運転する前に酒を飲んだ」と話しており、自動車運

転処罰法違反（危険運転致死傷）の疑いもあるとみて調べている。


